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本論に入る前にまず、 評者はナチュラル ・ ペダゴジ 一

理論を批判する論文を出版しており[1,2]、 この理論には

かなり懐疑的な立場をとっていることを述べておきたい。

さて奥村 ・ 鹿子木論文であるが、 ナチュラル ・ ペダゴ

ジ 一 理論に関する各種の実証研究とその問題点が手堅

く、 そして明快にまとめられており、 この理論を踏まえ

て今後研究を進めていこうとする研究者にとっては非常

にありがたい論考となっている。 大筋で本論文での議論

には評者も特に異論はない。 そこで、 本コメント論文で

は以下の2点について論じたい。 まず(1)過剰模倣(over­

imitation)についてほとんど触れられていない点、 (2)本

論文での主張がナチュラル ・ ペダゴジ 一 理論にどのよう

な含意をもつか、 である。

まずは過剰模倣についてである。 過剰模倣は実験者の

非合理的な行為を模倣してしまう行動であり、 明示シグナ

ルを送った際に顕著に現れる行動として知られている[1.3]。

この行動が各種実験でみられることがナチュラル ・ ペダ

ゴジ 一理論を支える一つの重要な証拠と考えられてきた

ー方、 近年では明示シグナルを送っても過剰模倣がみら

れないケ 一 スが指摘されるなど、 いくつか矛盾するよう

な証拠も得られている [4]。 このように、 過剰模倣の取り

扱いはナチュラル ・ ペダゴジ 一理論の今後を考えるうえ

で必須の行動であると考えられる。 奥村・鹿子木論文が

ナチュラル ・ ペダゴジ 一 理論を軸とした論考である以

上、 この過剰模倣、 そしてそれを巡る各種の議論につい

てはもう少し触れておくべきであったかもしれない。

次に奥村 ・ 鹿子木論文がナチュラル ・ ペダゴジ 一 理論

に対してもつ含意である。 第7節において著者たちは「乳

児が本当にコミュニカテイプな意図を理解したかどうか

の実証的証拠は乏しい」(p. 46)と述べる。 評者もこの点

は同意する。 しかし問題は、 乳児が明示シグナルからな

んらかのコミュニカテイプな意図を理解するという点こ

そがナチュラル ・ ペダゴジ 一理論の基礎になっていると

いう点である[1.3]。 したがつて、 もし著者たち（そして評

者）の主張が正しければ、 現時点でナチュラル ・ ペダゴ
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ジ 一理論の主張はもっとも重要な部分の実証がなされて

いないということになってしまう。 もちろんこれは今後

の検証次第で克服可能な問題かもしれないが、 ナチュラ

ル ・ ペダゴジ 一 理論にとってはかなり大きな問題点であ

ることには変わりない。 もしこの理論がなんらかの形で

生き残っていくとすれば、 このもっとも大きな問題を克

服することが第ーに求められるだろう。
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奥村・鹿子木論文は、 近年注目されている乳児学習の

一つの理論であり、 社会学習理論の一つである「ナチュ

ラル ・ ペダゴジ 一 理論」を取り上げ、 その機能について

これまでの研究を概観し、 筆者らの最新の研究を含め、

体系的に紹介している。 氏の論文では、 明示シグナルの

一つであるアイコンタクトに着目し、 氏の一連の研究を

コンパクトに紹介したうえで今後の課題 ・ 応用まで丹念

に網羅した論文である。

今後の研究において検討すべき点は氏の論文中にも触

れられていることも含め、4つあると考える。 ーつ目は、

本文中で触れられている明示シグナルはアイコンタク


